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俳
優
・
黒
柳
徹
子
さ
ん
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ

ト
ち
ゃ
ん
」
の
舞
台
と
な
っ
た

母
校
・
ト
モ
エ
学
園
の
記
念
碑

が
商
業
施
設「
自
由
が
丘 
デ
ュ 

ア
オ
ー
ネ
」
に
再
設
置
さ
れ
、

11
月
24
日
に
記
念
碑
除
幕
式
が

行
わ
れ
た
。

　

旧
記
念
碑
は
、
ト
モ
エ
学

園
の
前
身
「
自
由
ケ
丘
学
園
」

と
ト
モ
エ
学
園
の
同
窓
生
ら

が
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に

両
小
学
校
の
跡
地
に
建
て
た

が
、
跡
地
に
出
店
し
て
い
た

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ピ
ー

コ
ッ
ク
ス
ト
ア
自
由
が
丘
店
」

の
店
舗
建
て
替
え
に
伴
い
、
自

由
が
丘
商
店
街
振
興
組
合
が
一

時
保
管
し
て
い
た
。
今
年
10
月
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
（
千
葉
市
）
が

同
所
に
「
自
由
が
丘 

デ
ュ 

ア

オ
ー
ネ
」
を
開
業
し
、
施
設
入

り
口
付
近
の
植
栽
部
分
に
再
び

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

除
幕
式
に
は
、
35
年
前
の
除

幕
式
に
続
い
て
黒
柳
さ
ん
が
出

席
。
ひ
も
を
引
き
、
久
し
ぶ

り
に
記
念
碑
と
対
面
し
た
黒

柳
さ
ん
は
「
今
か
ら
80
年
ほ
ど

前
、
私
は
こ
こ
に
あ
る
小
学
校

に
通
っ
て
い
た
。
校
庭
は
土

で
、
プ
ー
ル
も
あ
っ
て
、
電
車

の
教
室
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
の
学
校
が
こ
こ

に
あ
っ
た
」
と
説
明
。
同
校
は

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
の
東

京
大
空
襲
で
消
失
し
た
が
、「
記

念
碑
を
作
っ
て
も
ら
い
、
ト
モ

エ
学
園
が
こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と

を
遺の
こ

す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

黒
柳
さ
ん
に
と
っ
て
「
人
生

で
一
番
幸
せ
だ
っ
た
の
は
こ
の

自
由
が
丘
「
ト
モ
エ
学
園
」

記
念
碑
を
再
設
置

黒
柳
徹
子
さ
ん
が
除
幕

検索

©黒柳徹子／2023映画「窓ぎわのトットちゃん」製作委員会

学
校
に
通
っ
て
い
た
時
」
と
言

い
、
ト
モ
エ
学
園
の
小
林
宗
作

校
長
が
「
君
は
本
当
は
良
い
子

な
ん
だ
よ
」
と
会
う
度
に
言
っ

て
く
れ
た
こ
と
、
午
前
中
で
授

業
が
終
わ
る
と
午
後
か
ら
近
く

の
九
品
仏
・
浄
真
寺
へ
毎
日
の

よ
う
に
通
い
、
そ
の
道
の
り
で

先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

教
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
、

当
時
を
懐
か
し
ん
だ
。 

（
本
紙
Ｐ
２
に
「
記
念
碑
」
関
連
記
事
）

自
由
ケ
丘
学
園
小
学
校・ト
モ
エ
学
園
小
学
校
跡
地
＝
商
業
施
設「
自
由
が
丘
デ
ュ
ア
オ

ー
ネ
」に
再
び
設
置
さ
れ
た
記
念
碑
前
に
立
つ
黒
柳
徹
子
さ
ん（
写
真
提
供：東
宝
）

12
月
８
日
に
公
開
さ
れ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」で
描
か

れ
た
、約
80
年
前
の「
自
由
ケ
丘
駅
駅
舎
」「
ト
モ
エ
学
園
小
学
校
」の
シ
ー
ン

https://tottochan-movie.jp/
好評上映中！
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キャンペーン

自由が丘でお買物をした
レシートを送って豪華な賞品をGetしよう！
今回のキャンペーンは、飲食・物販の他、クリニック・塾なども対象です。

抽選日

第一弾
応募期間

第二弾

8月1日～10月31日
11月1日～2月29日

2024年2024年

 3月中旬
11月中旬

▼応募方法

歴
史
と
経
緯

■
１
９
２
８（
昭
和
３
）年

　
「
自
由
主
義
教
育
」を
掲
げ
た

教
育
者
・
手
塚
岸き
し
え衛（

１
８
８
０

～
１
９
３
６
）
が
私
財
を
投
じ

「
自
由
ケ
丘
学
園
」開
校
。　

　

幼
稚
園
か
ら
旧
制
の
小
学
校
、

中
学
校
ま
で
一
貫
し
た
教
育
の

理
念
を
掲
げ
る
。

■
１
９
３
７（
昭
和
12
）年

　

創
設
者
の
手
塚
が
逝
去
、
学

園
は
経
営
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
。

　

舞
踊
家
・
石
井
漠（
１
８
８
６

～
１
９
６
２
、
地
名
「
自
由
ケ

丘
」
の
名
付
け
親
）
の
勧
め
で
、

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
育
の
第
一
人

未
来
に
つ
な
ぐ

自
由
ケ
丘
学
園
・
ト
モ
エ
学
園
の
記
憶

黒
柳
徹
子
さ
ん
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」
の
舞
台
と
な
っ
た
ト
モ
エ
学
園
小

学
校
の
跡
地
に
立
つ
、
自
由
ケ
丘
学
園
小
学
校
・
ト
モ
エ
学
園
小
学
校
の
記
念
碑
。

自
由
が
丘
の
地
名
は
、
こ
の
「
自
由
ケ
丘
学
園
」
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
、
自
由
が
丘
商
店
街
振

興
組
合
は
「
街
の
原
点
」
と
も
い
え
る
同
記
念
碑
の
維
持
管
理
を
引
き
継
い
だ
。

者
、
小
林
宗そ

う
さ
く作（

１
８
９
３
～

１
９
６
３
）
が
同
学
園
の
幼
稚

園
・
小
学
校
を
引
き
継
ぎ
、「
ト

モ
エ
学
園
」と
改
名
し
再
出
発
。

（
＊
中
学
校
は
、
社
会
学
者
・
藤
田
喜

作
が
引
き
継
ぎ
、
理
念
や
経
営
方
針
を

新
た
に
し
た
「
自
由
ヶ
丘
学
園
中
学
校

高
等
学
校
」
と
し
て
再
出
発
。
現
在
の

「
自
由
ケ
丘
学
園
高
等
学
校
」）

□
１
９
４
０（
昭
和
15
）年

　

黒
柳
徹
子
さ
ん
、
ト
モ
エ
学

園
小
学
校
１
年
に
転
入
学

■
１
９
４
５（
昭
和
20
）年

　

東
京
大
空
襲
で
ト
モ
エ
学
園

消
失（
翌
年
、
小
学
校
廃
校
）

■
１
９
６
８（
昭
和
43
）年

　

学
園
跡
地
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
「
自
由
が
丘
ピ
ー
コ
ッ

ク
」が
出
店

■
１
９
８
８（
昭
和
63
）年

　

同
店
を
運
営
す
る
大
丸
ピ
ー

コ
ッ
ク
（
当
時
）
が
道
路
に
面

し
た
店
頭
の
土
地
の
一
部
を
無

償
で
提
供
し
、自
由
ケ
丘
学
園
・

ト
モ
エ
学
園
小
学
校
同
窓
生
ら

に
よ
っ
て「
記
念
碑
」建
立（
写

真
①
②
）

■
２
０
１
８（
平
成
30
）年

　

ト
モ
エ
学
園
小
学
校
同
窓
会

代
表
・
木
村
昭
太
郎
さ
ん
死
去

に
伴
い
、
同
窓
生
ら
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
記
念
碑
の
維
持

管
理
を
「
自
由
が
丘
商
店
街
振

興
組
合
」が
引
き
継
ぐ

■
２
０
２
１（
令
和
３
）年

　
「
ピ
ー
コ
ッ
ク
ス
ト
ア
自
由

が
丘
店
」
を
運
営
す
る
イ
オ
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
店
舗
建
て
替

え
に
伴
い
同
店
を
閉
店
。
敷
地

内
の
記
念
碑
は
、
振
興
組
合
の

管
理
下
で
移
転
・
一
時
保
管

■
２
０
２
３（
令
和
５
）年

　

同
所
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が

「
自
由
が
丘
デ
ュ
ア
オ
ー
ネ
」

を
開
業
、
施
設
入
り
口
付
近
の

植
栽
内
に
記
念
碑
を
再
設
置
。

（
写
真
③
）

　

振
興
組
合
は
同
窓
会
か
ら
改

め
て
委
託
を
受
け
、
新
記
念
碑

お
よ
び
旧
記
念
碑
に
収
め
ら
れ

て
い
た
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」

の
維
持
管
理
者
と
な
っ
た

35
年
前
の
思
い
と
共
に 

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
、
再
び

　

記
念
碑
は
、
旧
記
念
碑
で
使

わ
れ
て
い
た
学
校
の
由
来
な
ど

が
刻
ま
れ
た
碑
文（
プ
レ
ー
ト
）

部
分
を
復
活
さ
せ
、
土
台
部
分

を
新
た
に
制
作
し
た
。

　

旧
記
念
碑
の
移
転
作
業
時
、

こ
の
プ
レ
ー
ト
と
一
体
化
し
た

ス
テ
ン
レ
ス
製
ボ
ッ
ク
ス
が
見

つ
か
り
、
黒
柳
徹
子
さ
ん
直
筆

の
手
紙
な
ど
が
収
め
ら
れ
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。
今
年
４
月
、
同
窓
生
と

振
興
組
合
が
開
封
し
た
と
こ
ろ
、

内
部
に
水
が
侵
入
し
、
収
め
た

品
々
は
激
し
く
損
傷
し
て
い
た
。

（
写
真
④
）

　

振
興
組
合
は
、
辛
う
じ
て
原

　
同
窓
生
一
同
が
思
い
を
込
め

て
建
て
た
両
学
園
記
念
碑
が
、

こ
の
度
、
自
由
が
丘
デ
ュ
ア
オ

ー
ネ
内
の
緑
の
美
し
い
ビ
オ
ト

ー
プ
隣
に
移
設
と
な
り
、
駆
け

付
け
た
同
窓
生
の
黒
柳
徹
子
さ

ん
と
桂
る
り
子
さ
ん
の
心
温
ま

る
お
し
ゃ
べ
り
も
見
ら
れ
る
中
、

そ
の
除
幕
式
が
和
や
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
窓
生
高
齢
化
に
よ
り
、
記

念
碑
の
維
持
管
理
は
、
自
由
が

　
私
に
は
祖
父
の
記
憶
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
祖
父
は

「
自
分
で
や
れ
る
こ
と
は
、
自

分
で
や
る
よ
う
に
」
と
子
ど
も

の
個
性
を
尊
重
し
た
教
育
だ
っ

た
よ
う
で
、
ト
モ
エ
学
園
で
学

ん
だ
叔
母
（
父
・
巴
さ
ん
の
妹
）

や
お
じ
に
も
、
相
手
の
こ
と
を

思
い
や
り
、
ゆ
っ
く
り
と
待
つ

優
し
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

形
を
と
ど
め
て
い
た
同
校
校
歌

の
楽
譜
や
手
塚
岸
衛
、
小
林
宗

作
の
写
真
（
写
真
⑤
）
な
ど
を

全
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
た

上
で
、
新
た
に
黒
柳
さ
ん
が
ト

モ
エ
学
園
に
つ
い
て
語
っ
た
動

画
デ
ー
タ
な
ど
と
共
に
ク
ラ
ウ

ド
上
で
管
理
。
そ
の
管
理
デ
ー

タ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
、
今
回
設
置
し
た
記
念

碑
内
に
埋
め
込
ん
だ
。

丘
商
店
街
振
興
組
合
が
お
引
き

受
け
下
さ
い
ま
す
。「
自
由
が

丘
」
の
駅
名
・
地
名
の
発
端
と

な
り
、
そ
し
て
、
自
由
教
育
と

い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
学
校

教
育
を
果
敢
に
実
践
し
た
自
由

ケ
丘
学
園
・
ト
モ
エ
学
園
の
記

念
碑
に
は
、「
こ
こ
に
行
な
わ
れ

た
教
育
が
、
時
を
こ
え
て
生
き

続
け
る
」
こ
と
へ
の
願
い
と
「
恩

師
へ
の
敬
愛
と
感
謝
」
を
伝
え

る
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
皆
様
に
「
昔
こ
こ
に
こ

ん
な
学
校
が
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
」

と
可
愛
が
っ
て
頂
け
ま
し
た
ら
、

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

 

　「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ

ん
」
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ト
モ
エ
学
園
に
は
い
ろ
い
ろ
な

人
た
ち
が
い
て
、
誰
に
で
も
区

別
な
く
公
平
で
あ
る
こ
と
が
大

事
と
さ
れ
て
い
た
。
黒
柳
徹
子

さ
ん
が
ユ
ニ
セ
フ
親
善
大
使
と

し
て
長
年
活
動
さ
れ
て
い
る
の

も
、
ト
モ
エ
の
教
え
が
あ
る
か

ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

　
徹
子
さ
ん
が
祖
父
の
こ
と

を
本
で
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
で
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
家
族
と
し
て
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

①

②②

③③

④④ ⑤⑤

金
子
純
子
さ
ん

（
ト
モ
エ
学
園
校
長
・
小
林
宗

作
氏
の
孫
）

佐
藤
尚
代
さ
ん

（
ト
モ
エ
学
園
小
学
校
同
窓
会
・

故
木
村
昭
太
郎
会
長 

代
理
）
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１
９
８
１
年
に
出
版
さ
れ

た「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」

が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
化
さ

れ
た
。
初
版
発
行
以
来
40
年
以

上
経
つ
が
、映
像
化
さ
れ
る
の

は
今
回
が
初
め
て
と
の
こ
と
。

も
ち
ろ
ん
何
度
も
オ
フ
ァ
ー
は

あ
っ
た
の
だ
が
、“
読
者
の
頭

の
中
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
壊
し

た
く
な
い
”と
い
う
こ
と
か
ら
、

な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
そ

う
だ
。

　

こ
の
原
作「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ

ト
ち
ゃ
ん
」
は
、
本
当
に
す
ご

い
。
国
内
累
計
発
行
部
数
は

８
０
０
万
部
を
突
破
し
、現
在

も
売
れ
続
け
て
い
る
戦
後
最
大

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。
ま
た
世
界

35
カ
国
で
翻
訳
さ
れ
、世
界
累

計
発
行
部
数
は
２
５
０
０
万
部

を
突
破
し
て
い
る
。
間
違
い
な

く
日
本
で
一
番
売
れ
た
本
で
あ

り
、お
そ
ら
く
今
後
も
こ
の
記

録
が
破
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の

で
は
と
思
う
。

　

し
か
し
作
者
で
あ
る
黒
柳

徹
子
さ
ん
は
、本
当
に
す
ご
い
。

今
年
で
テ
レ
ビ
放
送
開
始
70
年

と
の
こ
と
だ
が
、そ
の
放
送
初

日
か
ら
出
演
し
て
お
り
、テ
レ

ビ
の
歴
史
と
芸
歴
が
同
一
と
な

っ
て
い
る
。
ト
ー
ク
番
組
「
徹

子
の
部
屋
」は
放
送
開
始
か
ら

48
年
、
放
送
回
数
は“
同
一
司

会
者
に
よ
る
ト
ー
ク
番
組
の
ギ

ネ
ス
新
記
録
”１
万
２
１
０
０

回
を
超
え
、ギ
ネ
ス
認
定
証
を

授
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
、

今
後
こ
の
記
録
が
破
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
の
で
は
…
と
い
う
こ

と
で
、
本
と
テ
レ
ビ
の“
永
遠

の
２
冠
”と
思
わ
れ
る
。

　

原
作
の「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト

ち
ゃ
ん
」、
僕
は
２
度
読
ん
で

い
る
。
１
度
目
は
子
ど
も
の
時

で
そ
れ
な
り
に
感
動
し
た
と
は

思
う
の
だ
が
、や
は
り
２
度
目

の
大
人
に
な
っ
て
か
ら
読
ん
だ

時
の
ほ
う
が
、よ
り
感
動
し
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
理
由
と
し

て
は
、子
ど
も
の
時
は
ト
ッ
ト

ち
ゃ
ん
目
線
で
読
み
共
感
す
る

が
、大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
小

林
校
長
先
生
を
中
心
に
登
場
す

る
大
人
た
ち
目
線
で
読
み
共
感

し
感
動
す
る
…
と
い
う
の
は
当

然
の
こ
と
と
し
て
、そ
れ
以
上

に
自
由
が
丘
に
生
き
て
い
る
自

分
と
し
て
は
何
か“
自
由
が
丘

の
原
点
”も
し
く
は“
自
由
が
丘

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
は

じ
ま
り
”の
よ
う
な
も
の
を
感

じ
て
心
を
打
た
れ
た
。

　

10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
自

由
が
丘
デ
ュ
ア
オ
ー
ネ
」が
現

在
あ
る
場
所
に
、黒
柳
徹
子
さ

ん
が
在
籍
し
、こ
の
本
の
舞
台

と
な
っ
て
い
る
私
立
小
学
校

「
ト
モ
エ
学
園
」は
あ
っ
た
。
手

塚
岸
衛
が
自
由
教
育
を
提
唱

し
、昭
和
３
年
に
創
設
し
た
自

由
が
丘
の
地
名
の
由
来
と
も
な

っ
て
い
る
「
自
由
ケ
丘
学
園
」

の
あ
と
を
小
林
宗
作
が
引
き
継

ぎ
、昭
和
12
年
に
ト
モ
エ
学
園

が
創
設
さ
れ
た
。
空
襲
で
校
舎

が
焼
失
し
翌
年
廃
校
と
な
る
ま

で
の
わ
ず
か
８
年
間
、自
由
が

丘
に
存
在
し
た
小
学
校
だ
。
小

■
南
口
商
店
会
（
岡
田
一
弥
会

長
）
は
11
月
23
日
、「
区
内
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
し
て
、

「
お
も
ち
ゃ
の
マ
ミ
ー
」
と
共

同
で
販
売
し
た
玩
具
リ
ユ
ー
ス

（
再
使
用
）
品
の
収
益
金
ほ
か

10
万
円
を
目
黒
区
へ
寄
託
し
た
。

　自由が丘マスターズ会12月定例会
は12月6日（水）、千葉県にある姉ヶ
崎カントリークラブ東コース（6,178
ヤード、パー72）で30名が参加して
行われた。
　1960（昭和35）年にオープンした
同ゴルフ場は、ゴルフの草創期から
多くのゴルファーに愛され、日本の
ゴルフ史とともに歩んできた。ダン
ロップオープン、関東オープン、美津
濃トーナメント・ゴルフ（当時）など
数々のビッグトーナメントの舞台と
なり、関東屈指の名門コースとして
幾多のドラマを生んだ。
　プレーを盛り上げるために計算さ
れ尽くしたレイアウト、広く緩やか
なフェアウェイが特徴で、今回プレ
ーした東コースは、数々の公式トー
ナメントが開催された伝統あるコース。
戦術の面白さを満喫できる。

　狭くピンポイント
でティーショットを
狙わないとすぐにダ
ボになる難コースで、
しかもグリーンは
2グリーン、9.7の速さがある。前半
は雨の影響で思ったより遅かったが、
途中から雨が上がりグリーンが乾い
てくると3パット連続になるほど厄
介な状態に。
　このような難コースを制覇した今
月の上位入賞者は別表の通り（＊印
＝規定により繰り上げ優勝）。今回の
結果を受け、上位3名のハンデ変更あ
り。岩下八郎（変更後＝19）、桑木聡
（同＝20）、渡辺清隆（同＝12）。
　次回第736回（来年1月10日・水）
は沼津ゴルフクラブで開催予定です
（＊コース集合は7時まで、スタート
時間は8時）。

優勝：岩下八郎　準優勝：桑木聡　3位：渡邊清隆

第735回 自由が丘マスターズ会

自由が丘のスポーツ

広告記事

順位 競技者名 所属 OUT IN GROSS HDCP NET

優勝 岩下八郎＊ モンパリ 52 46 98 24 74
準優勝 桑木聡 京乃臣 43 49 92 22 70

3 渡辺清隆 ミリオン 44 43 87 13 74
4 小林孝也 小林孝也税理士事務所 41 41 82 8 74
5 寺澤誠 寺子屋 44 45 89 13 76
6 川目晃一郎 アパナージュ 49 45 94 18 76
7 吉川高広 YAGOKORO 45 41 86 10 76
8 丸川是茂 リバティビル 41 42 83 6 77
9 村上豊太 セレナカンパニー 47 48 95 18 77

10 木村吉伸 快適住まいづくり 45 50 95 16 79

マスターズ会 第735回 成績表
令和5年11月1日 姉ヶ崎CC（6,178ヤード、パー72）／天候：雨のち晴れ

BG（A）：小林孝也　BG（B）：桑木聡／BB：高橋圭一／NP：渡辺清隆（2ホール）、浅山史郎、
吉川高広、石井喜代一、丸川是茂（2ホール）、川目晃一郎

支
部
　
関
連
報
告

街
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー

自
由
が
丘
ア
ー
ト
委
員
会

12月22日金 美観商店街・自由が丘ひかり街／23日土 自由が丘一丁目睦会・広小
路会／24日日 駅前中央会・中央会／25日月 しらかば通り会・南口商店会／26日
火 自由が丘デパート・サンリキ街／27日水 旭会・銀座会《実施時間：21時～23時》

第
二
回
「
自
由
と
創
造
」

歳末特別警戒 実施日程

林
校
長
の
三
女
で
黒
柳
さ
ん
と

同
級
生
だ
っ
た
金
子
ミ
ヨ
さ
ん

が
、平
成
16
年
に
読
売
新
聞
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で「
ト
モ
エ
は

何
も
か
も
ユ
ニ
ー
ク
な
学
校
だ

っ
た
。
今
な
ら
役
所
も
父
兄
も

黙
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
」と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

自
由
が
丘
デ
ュ
ア
オ
ー
ネ
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
自
由
ケ
丘
学

園
・
ト
モ
エ
学
園
の
同
窓
生
並

び
に
関
係
者
一
同
が
建
立
し
た

記
念
碑
が
あ
る
。
そ
こ
に
は「
自

由
が
丘
／
自
由
と
創
造
の
我

等
が
母
校
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」、

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

（
西
村
文
生
堂　

西
村
康
樹
）

■Peace & Dream

実
行
委
員

会
（
代
表
・
奥
角
勝
）
は
11
月

17
日
、
区
内
で
避
難
す
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
の
生
活
支
援
金
と
し

て
、
音
楽
ラ
イ
ブ
公
演
「
自
由

が
丘
ジ
ャ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

（
駅
前
中
央
会
関
連
）
の
収
益

金
43
万
５
１
０
０
円
を
目
黒
区

へ
寄
託

し
た
。
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シ
ェ
フ
の
ひ
と
り
言

　

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ
は
、

表
面
を
覆
う
白
カ
ビ
と
乳
酸
菌

に
よ
っ
て
熟
成
さ
せ
た
チ
ー
ズ

で
、
フ
ラ
ン
ス
・
ノ
ル
マ
ン
デ

ィ
地
方
に
あ
る
カ
マ
ン
ベ
ー
ル

村
が
発
祥
で
す
。
日
本
で
よ
く

知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
チ
ー
ズ

の
一
つ
で
す
。

　

外
皮
は
や
や
硬
く
、
熟
成
す

る
と
中
は
と
ろ
っ
と
し
た
食
感

に
な
り
、
味
は
ク
セ
が
少
な
く

ク
リ
ー
ミ
ー
で
ミ
ル
ク
感
が
あ

り
ま
す
。
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー

ズ
の
芳
醇
な
風
味
は
ワ
イ
ン
な

ど
の
お
酒
に
も
よ
く
合
い
、
特

に
白
ワ
イ
ン
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ

ュ
は
最
高
で
す
。

　

そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
お
い
し

い
で
す
が
、
今
回
は
1
個
丸
ご

と
丸
焼
き
に
し
て
み
ま
し
た
。

見
栄
え
も
い
い
の
で
、
ク
リ
ス

マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
1
品
に
加
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
「
プ
テ
ィ
マ
ル
シ
ェ
」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ  

石
島
邦
彦

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ

４
年
ぶ
り
完
全
開
催

自
由
が
丘
熊
野
神
社　
令
和
６
年「
元
旦
祭
」

参
拝
者
の
皆
さ
ま
と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
新
年
を
迎
え
、

鏡
開
き（
振
る
舞
い
酒
）で
は
干
支
の
焼
き
印
を
押
し
た

縁
起
物
の
福
升（
ま
す
）を
配
布
し
ま
す

vol. 140

●作り方
❶カマンベールチーズの表
皮（上の部分）をナイフでは
がす　❷耐熱容器にはがし
た皮を敷き、カマンベール
チーズを乗せる　❸チーズ
の上にミックスナッツを散ら
し、オリーブオイル、蜂蜜を
かける　❹200℃のオーブ
ンで10分ほどローストする　
❺角切りのリンゴ、ピンクペ
ッパーを散らし、焼いたメル
バトーストを添える

カマンベールチーズ��������������� 1個（90g）
＊写真は「十勝カマンベールチーズ」使用
ミックスナッツ����������������������������������� 30g
蜂蜜����������������������������������������������� 30cc
オリーブオイル�������������������������������� 30cc
リンゴ角切り������������������������������������� 30g
ピンクペッパー����������������������������������少々
メルバトースト����������������������������������10枚

●材料（2人分）

カマンベールチーズのロースト

フォトレポート★ Thanks Liberty 2023 ★自由が丘のクリスマス

Xmas Carol in JIYUGAOKA（12/3）

南口商店会

旭会

駅前中央会

しらかば通り会

自由が丘デパート銀座会

広小路会


